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「農業」と「福祉」がつながって、
地域共生社会の実現へ

第8回

　農福連携とは、障害者が農業分野で活躍することを
通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現してい
く取り組みです。農福連携に取り組むことで、障害者
の就労や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、
担い手不足や高齢化が進む農業分野において、新たな
働き手の確保につながる可能性もあります。
　農業と福祉の双方が「Win・Win（ウィンウィン）」
の関係を構築する取り組みであり、近年、全国各地に
おいて、様々な形態で確実に広がりを見せています。

　県では、「農福連携マルシェ」と称して、県内の障
害者就労施設で生産された農産物や加工品を一堂に集
めた販売会を開催しており、次回は令和２年３月頃に
開催予定です。楽しみにお待ちください。
　また、一般財団法人沖縄県セルプセンターでは、農
業者と障害者就労施設とのマッチング支援を行ってい
ます。「収穫や出荷作業などの農作業を障害者就労施
設に委託したいが、どこに依頼していいかわからない」
といった相談に応じ、障害者就労施設を紹介します。
お気軽にお問い合わせください。
　農福連携は、障害のある人もない人も共に地域で暮
らし、生きがいを創り、高め合うことができる地域共
生社会の実現に向けた取り組みの一つです。皆さんも、
農福連携に取り組んで見ませんか。

農福連携とは

　障害者が農業に携わる形態には、主に３つあります。
　１つめが、農業者が障害者を雇用する形態です。障
害者がスタッフに加わることで、職場の雰囲気が良好
になる、組織力が上がるなどのメリットがいわれてい
ます。
　２つめに、障害者就労施設が農業に参入し、経営し
ていく形態です。障害者の仕事の熱心さ、生産物の品
質の良さが認められ、地元の理解が進み、農地が集積
するなどの事例もあります。
　３つめに、障害者就労施設が農業者から農作業を請
け負う形態です。作業量に応じた依頼が可能で、障害
者への指導も施設の支援員が同行して行います。

農福連携のかたち

県の農福連携の取り組み

農福マルシェの様子 農福マルシェの様子

流通・加工推進課 電話：098-866-2255 FAX：098-862-7519問い合わせ

　おきなわ花と食のフェスティバルは、
「てぃだサンサン、食べたらがんじゅう　
沖縄産！」をキャッチフレーズに、冬に旬
を迎える県産農林水産物の魅力を発信し
てきました。
　今年で15回目を迎える当フェスティ
バルは、例年10万人を超える県民の皆様
にご来場いただいており、沖縄の冬のイ

ベントとして定着しています。
　県産食材や花々を堪能できる各種ブー
スのほか、シェフが講師となって調理体
験と試食ができる「こだわりシェフの
クッキングプラザ」など、おいしくて楽し
いイベントを多数ご用意しています。
　ぜひ、会場に足を運び、新鮮で良質な県
産農林水産物の魅力に触れてください！

品評会の様子 まーさん市場

農産物販売コーナー島ふ～どグランプリ

おきなわ花と食の
フェスティバル2020

～旬の農林水産物を見て、食べて、体感する！～

●県産農林水産物の販売・試食コーナー
　新鮮・安心・安全な県産農産物の販売を行う「農産
物販売コーナー」や、県産の美味しいお肉や加工品の
販売を行う「まーさん市場」、県産農林水産物を活用
した加工品旨いものナンバーワンを決める「島ふ～
どグランプリ」など、県産食材を堪能できるコーナー
を多数ご用意しています。

●こだわりシェフのクッキングプラザ
　県内ホテルシェフが県産食材を用いた各種料理の
調理法を伝授。県産食材の活用方法をおいしく楽し
く学べます。

●県産青果物や花の展示・模擬セリ体験
　武道館エリアでは、農家が丹精込めて育てた野菜・
果実・花の展示を行います。26日（日）には、市場のセ
リを体験できる模擬セリを開催します。

※都合により内容が変更になる場合があります。

テーマは
「地産地消」

地元で生産されたものを
　地元で消費すること

開催内容

主なイベント

１月25日（土）・26日（日）
午前10時～午後６時（日曜は午後５時）

奥武山公園、県立武道館、
セルラースタジアム周辺

日時　 場所　
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